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 変異株の出現によって人々の感染対策に変更はあるのかどうか？
 現在、日本国内では同定される多くのウイルスがB.1.1.7系統の変異株（アルファ株）になって
おり、 B.1.617.2系統の変異株（デルタ株）も少しずつ増えてきている。

 例えば、従来株に比べて、 B.1.1.7系統の変異株（アルファ株）では感染性が1.5倍程度上
昇し、入院等重症化のリスクも高くなっているとの報告もある。

 一方で、 B.1.617.2系統の変異株（デルタ株）では、 B.1.1.7系統の変異株（アルファ
株）に比べて、感染性が高いことが示唆されており、重症化しやすい可能性も指摘されている。

 国内のクラスター情報等を分析したところ、以下のようなことが生じていることが分かってきた。
① 当初は三密（密閉、密集、密接）が重なると集団感染のリスクが高くなることを強調してき
たが、密閉、密集、密接の一つだけでも集団感染のリスクが高まる可能性も指摘されてきて
いる。

② 一定程度の換気を行い、マスクの着用などをしていたにも関わらず、長時間近くにいることで
感染したとされる事例も散見されている。ただし、不適切なマスクの着用が一因と考えられる
事例も依然として少なくない。

 この背景としては、変異株の場合、同じウイルス量の曝露でも感染しやすくなることや、感染者か
ら排出されるウイルス量がより多いことなどが考えられる。これにより、事業所等職場でのクラスター
も発生している。

 ワクチン接種が進む中で、ワクチン接種後にはマスクの着用が不要になると考える人が出てくるな
ど、改めて人々に注意喚起が必要と考えられる。

 なぜならば、ワクチン接種後も全員に感染予防効果が付与されるわけではないために、その人が
ワクチン接種をしたからと言って、仮に感染対策を全く行わなくなれば、感染が広がる可能性も存
在するからである。

 したがって、分科会としては、以下のことを提言させて頂きたい。
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〇国は、国民に対して、変異株に対応するために、以下の内容を周知して頂きたい。
（１）マスクを鼻にフィットさせたしっかりとした着用を徹底すること。その際には、適切な方法で

着用できることを第一とした上で、感染リスクの比較的高い場面では、できればフィルター
性能の高い不織布マスクを着用すること。三密のいずれも避けること。特に人と人との距離
には気を付けること。

（２）マスクをしっかりと着用していても、室内でおしゃべりする時間は可能な限り短くして、大声
は避けること。

（３）今まで以上に換気には留意すること。
（４）出来る限り、テレワークを行うこと。職場においても、(１)～(３)を徹底すること。
（５）体調不良時には出勤・登校をせず、必要な場合には近医を受診すること。
（６）ワクチン接種後にも、国民の多くがワクチン接種を終えるまでは、マスクを着用すること。
（７）ワクチン接種後にも、国民の多くがワクチン接種を終えるまでは、大人数の飲み会は控え

ること。
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